
    
 

 

 

☆「まちの保健室」のご案内 ☆ 
 

超高齢社会のいま、65歳以上の認知症患者数は平成２４年で４６２

万人と言われています。平成３７年（２０２５年）には約７００万人、

高齢者の５人に１人になると推計されています（平成２８年版高齢社会

白書）。認知症を正しく知って、いつまでも住み慣れたまちで暮らせる

ために必要なこと、私たちにできることを一緒に考えてみませんか。 

 

１０月の「まちの保健室」…「認知症の人と家族の会」の方のお話 

日 時：平成２９年１０月１８日 午後１時３０分～３時（予定） 
場 所：みぬまハウス 

内 容：「認知症の人と家族の会／埼玉県支部」の方からお話をしていただきます。 

認知症の人たちの日常と関わっていく上で知っておきたいことを中心に、認知症の 

人たちとの接し方を学びます。 

   参加費：300円（コーヒー等飲み物代） 

 

１1月の「まちの保健室」…「最期まで在宅で暮らせるの？」 

日 時：平成２９年１１月１５日 午後１時３０分～３時（予定） 
場 所：みぬまハウス 

内 容：歳と共に衰える身体機能や認知症への不安。退院した後の暮らし。在宅で看護を担 

ってくれる人手は？ 療養や介護を受けながらの暮らしに、相談できる人はいます 

か？ 医師、看護師、地域包括の方々も交えての話し合いの場です。 

参加費：300円（コーヒー等飲み物代） 

 

まちの保健室の参加申し込み先：みぬまハウス ☎ ７９６－０２９５ 
＊ 座席に限りがありますので、早めにお申し込みください。 

 

みぬまハウスはお互いさまのまちづくりを目指しています。 

 

・介護保険の訪問介護 ・さいたま市訪問型家事支援サービス 

・移送サービス（福祉有償運送） ・介護保険外の生活支援サービス 

 

困りごとの相談にもお応えしています。  

お問い合わせは ☎ ０４８－７９６－０２９５               （代表理事 長沼和子） 
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☆ 革細工 ラボ：「豚革でブローチを作ろう！」 

日 時：１回目 … １０月１２日（木） 午後１時３０分～３時 

２回目 … １０月２６日（木） 午後１時３０分～３時 

会 場：みぬまハウス 

講 師：長沼 経子さん（会員） 

参加費：１,０００円 （２回分、材料費込） 

＊参加される場合は、できるだけ２回ともご出席ください。 

１回目は豚皮を水で伸ばしながら自分のイメージの形を作ります。 

２回目は、乾いた作品に色付けして出来上がりです。 

☆ みぬまハウス の くらぶ活動 紹介 ☆ 

 

くらぶ活動で１番人気の歌声くらぶ

をアコーディオン伴奏で支えてくださっ

た千葉賢先生が病気療養されることに

なりました。どんな曲でもアーコディオ

ンの音色で歌わせてくれました。これま

で、本当にお世話になりました。ありが

とうございました。 

 

歌声くらぶは、１０月から新しい伴奏者になります。 

毎月第２水曜日、午後１時３０分～３時 

主な歌は唱歌、童謡、昔の歌謡曲、ロシア民謡等 

参加費：５００円 

 

 

 

 

みぬまハウス開設当初から始まり８年目を迎えました。 

原文、口語訳文を輪読。その都度、質疑応答。 

毎月第２日曜日 １０時～11時３０分 

講 師：長沼 行太郎さん 

テキスト：小学館 古典セレクション 第 4 巻「澪標」 

参加費：５００円 

☆ 金曜日と日曜日は介護者カフェ ☆ 

みぬまハウスの金曜日と日曜日は、家族の介護をされている方にホッと一息つきに来て

いただく日です。介護に関する情報提供や相談にも応じています。気軽にご来店ください。  （長谷川） 

歌声くらぶ 
 

 

 
これからの季節、セーターや

帽子の飾りにぴったり！！ 

源氏物語カフェ 

歌声くらぶ 


